
令和７年１月１５日 

会員・関係者各位 

 

                    もとす医師会 

                             会長 若園 明裕 

                                
第４回もとす在宅医療連携会・第３回もとす在宅多職種連携会の開催について 

 
 平素より本会活動にご協力を賜り誠にありがとうございます。 

令和５年４月、医師の在宅看取りバックアップを目的に立ち上がった本連携会は現在、

歯科医師、薬剤師、看護師、ケアマネジャー等も加わり活動の輪を広げております。

今回もさらなる多職種連携の強化を図るべく、標記の研修会を下記の通り開催いたし

ますので、ご多忙の折恐縮ではございますが、是非ご参加いただきたく存じます。 

 ご参加いただける場合は下記に氏名をご記入頂き、本会までお申し込み下さい。 

 
記 

 
１，日 時 ： 令和７年３月８日（土） １４：００～ 

 
２，会 場 ： 岐阜清流病院 ５階 大会議室（〒501-1151 岐阜市川部 3-25） 

           
３，講 演 ：  演 題 「在宅でのがん性疼痛管理と看取り」 

 

                  船戸クリニック院長  船戸 崇史先生 

 

 
 

   消化器腫瘍外科が専門。しかし、「がんには自分のメスでは勝てない」と、根本的な 

治療を目指して 1994年岐阜県養老町に船戸クリニックを開業。西洋医学を中心に東洋 

医学や補完代替医療も取り入れ、全人的な治療、診療を行っている。また、開院当初か 

ら末期がん患者を中心とした在宅医療にも力を注いでいる。※Amazon著者紹介より抜粋 

  
                                            

 
【検討会に参加します】 
  

 
２月１４日（金）〆切       ＦＡＸ０５８－３２４－６４７１ 

 
氏 名                

【 講 師 紹 介 】 


